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帽什書して訴助でとう三部l手す今年も九条冥机舵嵐頑刑事しょうー一′1
02∞8年の年頭のこの紙面は何にレようか∈考えてい亭う、会員の原町区高平のAさんダう雪空！こi
今年の会費とともに、＜下記＞の今年元日の『朝日新聞』投書の切り抜きが届きまし凪私も元朝に
この投書を読んで感動し嬉しく思っていました臥『朝日新聞』力与毛白の投書欄に、しかもそのトッ
プにこの「憲法九条の堅騒」や「九条の会」を掲載するという意図に、少しの希望を感じました。
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夢
は
、
日
本
国
憲
法
9
条
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
輝
く
こ

と
。
多
数
の
国
民
の
願
望
と
し

て
全
世
界
に
呼
び
か
け
た
い
。
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氏
は
「
す
べ
て
の
国
の
憲
法
が

9
条
を
持
つ
べ
き
だ
。
今
必
要

な
の
は
9
条
の
世
界
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
だ
」
と
膏
号
著
名
な
政

治
学
者
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
氏
も
す
条
こ
そ
、
先

の
日
本
の
侵
略
戦
争
被
害
に
あ

っ
た
人
々
へ
の
謝
罪
で
あ
る
」

と
害
っ
て
い
る
。

改
憲
す
れ
ば
、
そ
の
謝
罪
の

う
。
我
々
の
子
孫
が
米
軍
の
先

制
攻
撃
先
へ
派
兵
さ
れ
か
ね
な

い
。
眉
琴
苗
を
呼
び
込
み
、

国
内
の
安
全
は
補
償
さ
れ
な

り
軍
国
主
義
に
勢
い
を
与
え

る
。
私
服
「
層
分
寺
九
条
の

会
」
メ
ン
バ
ー
だ
が
、
そ
ん
な

世
の
中
に
し
な
い
た
め
、
新
年

こ
そ
は
9
条
の
平
和
理
念
を
実

現
さ
せ
た
い
、
と
願
う
。

米
軍
の
核
の
傘
は
返
上
し
安

保
条
約
は
友
好
条
約
に
か
え

る
。
米
軍
は
引
き
揚
げ
て
も
ら

う
1
億
億
救
援
隊
に
髄
織

番
号
、
乱
糟
を
瘡
尊
海
外

に
出
な
い
ア

シ
土
完
．
賞
受
傷
む
恩

に
、
国
連
に
す
条
を
保
持
す
‥

慮
昔
宮
官
」
■
と
書

す
る
こ
と
せ
暮
し
た
い
。
こ
■
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な
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力
で
、
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防
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「去年今年（ことことし）貫
く椿の和己ものJこの高浜虚
子の俳句のように、年があら
たまっても「憲法九条を撲り
世界の平和実現」をめざす「棒
のように」強い気持ちを持ち
続け、力を出し合いましょう。

惨っきり記憶力囁っている

けんぽう九条に関する
こと、一般社会の様々な
ことについて、会員のみ
なさまの亡妻鳥を痍寄せ
くだ±い。この紙面に掲
載させていただきます。
「声なき声」を形にして

静かに、しかし筆占り強く
訴えていきましょう。

『九条プロクはらまち』は、「広軌
とともに、r活動や発言に責任を持つ」
という意味で発行しています。会員
以外に、勧誘のため一般の市民にも
配布されています。インターネット
でも読めるので、当然全国に発信し
ています。本格的な「はらまち九条
の会」のプロク開設も今検討中です。

また、「発行日」のこだわりで「掲
載記事の日時J聯前輪し矛盾してい
る場合もあり、こ笑覧ください。

のは65歳以上の方になると思います力t r戦
争体験Jを事務局にお寄せください。400
字原稿なら5枚程度、便箋でも、お語をうか
がって原稿にもいたします。「私の戦争体験」
シリーズも、12回を数えます。

どうしても「九条の乱というと、狭い見方
で政党や思想的団体と見られがらです。「自民
党市会議員九条の会Jだってあるんですよ！

訊正月早々、お金のお話で恐縮です。勿論、年会
費1，∞0円は今年中にお納めいただければ結構で
す。納入方法は（宣藩粍局員に帥手渡しが一番簡
単で、事務局員がいつでも受け取れるようになって
います。2月3日の総会の受付で納入していただい
てもOKです。また⑧岬鷹払い込みで納入されても
結構ですが、手数料がかかります。「払込取扱票」
は事務局にも準備してあります力＼番号は下記の通
りです。・口座記号は　02260－1

・口座書号は　89911
・加入者名は　「はら蒙ち九条の舎」
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見
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「こん響イベント桝lいな－」と乱いつ力れた
時、事務局員に話してみてください。アイデアを
出し合い、実現できるように努力しましょう。

憲
法
全
条
文
の

小
冊
子
を
配
布

原
町
と
小
高

は
ら
ま
ち
九
条
の
会
は
十

三
日
、
憲
法
全
条
文
を
載
せ

た
小
冊
子
＝
写
実
＝
を
南
相

馬
市
原
町
区
と
小
高
区
の
新

成
人
に
配
布
し
た
。

小
冊
子
は
三
十
七
年
前
に

旧
原
町
市
が
全
戸
に
配
布
し

た
小
冊
子
の
復
刻
版
。
縦
十

■
一
巧
、
横
七
・
五
稚
く
六
十

四
㍗
の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
。

昨
年
八
月
、
市
内
の
九
条
の

会
が
日
本
国
憲
法
制
定
六
十

周
年
を
記
念
し
て
作
成
し

両
区
の
成
人
式
会
場
の
外

で
、
式
を
終
え
た
新
成
人
に

会
員
が
配
っ
た
↓
祝
成
人
」

の
手
書
き
の
文
字
を
記
し
た

袋
に
、
小
冊
子
と
新
成
人
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
現
憲
法
の

間
接
的
な
起
草
者
・
鈴
木
安

蔵
が
小
高
区
出
身
で
、
憲
法

が
国
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て

い
る
。

貞斬“朋夢ワl亡一鹿田瓢
ご覧の新聞記事のように、成人式会場の南相馬市民文化会館

の前で、新成人の一人一人（出席者の約420名）に手渡しし
ました。会場前は日陰で厳しい寒さでしたが、お手伝いの会員
や小川尚一市会議員さん、平臣慶挙会長、事務局員ら計10名
で、12時から午後1時30分の開式まで、「憲法です。読んで
ください」と手渡しました力＼幸いにも受け取りを拒否した人
はゼロでした。同じ形で、「小高九条句会」も輌歳

は
ら
ま
ち
、
小
高
九
条
の
全
品

○
…
憲
法
九
条
を
守
る
運
動
…

を
展
開
し
て
い
る
南
相
馬
市
の
ん

旧
原
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が
完
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一
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仙
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冊
子
の
復
刻
版
で
憲
法
へ
の
翠

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
出
些

者
に
配
っ
た
。
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